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カワゲラ自の卵はその形状や卵殻の表面構巡に特徴があり、穫の問定や系統関係を論ずる目的で多くの種の

章容が記載されてきた (Degrange，1957; Knight et al.， 1965a， b; Hynes， 1974; Stark et al.， 1号82;Isobe， 198針。

近年、カワゲラ Bの分類学的記載において成虫と幼虫の特徴を記載するだけでなく、卵についても記載される

ことが多くなったが、走資怨電子顕微鏡による卵殻表面の詳繍な機造に関する研究はいまだに少なく、日本で

はIsobe(1988)によって日本産 31穫の卵が記載されている仰は、分類学的記載や)J壬発生の記載において数種

の卵が記載されているだけである (Starkand Szczytko， 1981; Kawai and Isobe， 1984; Kishimoto and Ando， 

1985; Uchida and Isobe， 1987)。また、走査裂電子顕微鏡によって綴察された卵のほとんどはキタカワゲラ亙日

Arctoperlariaの中のSystellognatha~こ属する科であり、もう一方の Euholognatha に模する科の若手についての観

察はわずの、である O

私は、カワゲラ自における分類と系統関係の解析を行う上で、主主要な形質のーっと考えられる、卵機:is:につい

て研究をi住めているo 今聞はいままでに観察された卵構造の特徴とその分類学的意義について考書さした。

観祭した穫は未記載穫および種までの!可定が民難であるものを含めてs科23緩で、ある。これらの稜の卵形、

卵設の襟状部collarの有無、ゼラチン状の絞gelatinousmembraneの有紫、気干しaeropyleの右然、 JJsrヲ
micropyleの配列、卵手化時の卵殻の割れ方、卵殻上の付属物の有無、発生途中における卵殻の運命(消滅するか

残存するか)について観祭し、比較を行った (Table1)。以下にその概要を示す。

1)卵の*3は、 Euholognathaではどの種も球形に近い楕円体で、あるが、 Systellognathaでは扇平な形から細長い

婿丹休まで、様々であり、前者;こltべ卵形は多様でLある。

2)襟状吉1¥ (卵殻のー誌が襟状になった部分〉は Euholognathaではいまのところ見つかっていない。

SystellognathaではChloroperlidaeのSweltzanikkoensisには襟4犬部が存在しなしゅ官、他の種にはir:夜するO

Isob巳(1988)によると、 SysteHognathaのPteronarcyidaeを除くすべての科において襟状部をもっ卵ともた

ない卵があり、後者は plesiomorphicな形伎とみなされている O

3)ゼラチン状の膜はEuholognathaとSystellognathaのどちらにもある O

4)気子しは Euholognathaで寸まえつかっていない。 Systellognathaで、は気孔をもっ卵ともたない卵がある。

5)卵門の配列は、 Euholognathaでは多くの援で不明瞭であるが、 CapniidaむのAllocapniellatikumanaと

ScopuridaeのScopuramontanaにおいて同部的に配列していることが分かった。 Systellognathaでは卵の赤

道線あるいはその上方か下方の卵同に配列している O

6)明lf化する日寺の卵殻の創jれ方は、 Euholognathaでは卵の縦軸に沿って割れるものが観察され七いる。

Systellognathaでは卵の縦執Lこ対して垂直に割れるが、その佼俊は卵r1の佼置よりも上方である。

わアミメカワゲラ科Perlodidaeのアミメカワゲ、ラモドキ属St.詰vsolusの卵において、語辞設に4"-球状あるいは

confetti-likeの小さな付編物が密に分布している。

8) EuholognathaのCapniidaeの卵において、卵殻が発生が進むにつれて変質し、消滅することが観察された。

Systellognathaではこのような現象は観察怒れなかった。また、このような観察はカワゲラ自においては初

めてで、ある O

* Abstract of paper read at the 31st Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 

1-2， 1995 (Higashi-izu， Shizuoka) . 
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Table 1 Egg structures in various plecopteran species. 

Species Shape Collar Gelatinous Aeropyle Arrangement Hat~hing 

membrane of micropyle line* 

EUHOLOGNATHlえ

Capniidae 

Eocaか勿ani-vαlis spheroid absent present absent 守 Jengthwise 

Ællocaf~，ìella tiku情 制 限 spheroi品 absent present. absent locaHzεd lengthwise 

Gen. sp. spheroid absent present absをnt ラ ? 

Nemouridae 

Prりt仰捌削'ahol，αhα叩 spheroid absent present absent つ lengthwise 

Taeniopterygidae 

Gen. sp. spheroid absent pre君ent absent localized ? 

Scopuridae 

Scotura m肝.tanα spheroid absent 。 absent localiz色d ? 

SYSTELLOGNATHA 

Peltoperlidae 

Microterla brevicauda muffin-like present pre君ent present circular vertical 

l官官croterlasp. muffiu--like prcsent pr母sent present circular vertical 

Cて;'jJt司terla.japonica ellipsoid prεsent pr令sent 7 circular vertical 

C叩'ttojJerlasp_ e!lipsoid presellt present ? circular・ vertical 

Yoroterla uenoi pie'-like present present prできent cir-cular vertical 

Perlodidae 

Stαvsolus sp limpet寸ike present present absent circular vertical 

03打 開 誌ssp・1 limpet-like present present absent circular vertical 

Ost伐叩ussp_ 2 li踊pεHikで prぞsent present present circular Vぞrtiむal

Skt時 lasp. ellipsoid pres巴nt prをsent absent εircular vertical 

lsoterla間戸内nicα ellipscηd present present present circular vertical 

Perlidae 

Oyamia lugu.bris ovoid present present absent Clrなular vertical 

Oyamiαse明 inig憎 pear峨1ikc present present absent circular vertical 

Ka勿amunαtibialis ellip念。id present present absent circular vertical 

Ka榔-un-uria伊 adrata ellipsoid Pぎをsent prをsent absent circulaγ vertical 

Ne呼彩rlaspψ oval present present a忌sent circular Vをrti亡al

Gibo田asp陶 ellipsoid present present absent circular vertical 

Chloroperlidae 

Sweltza nikkoe凡sis oval absent present absent circular vertical 

* direction to longitudinal axis of fuH-grown e車 bγyo_

以上のように、 EuholognathaとSystellognathaの卵を比較ョすると明確に呉なることがわかったο 今後は、

Euholognathaの卵に関する知見を増やすとともに、南半球に分布するミナミカワゲラ亜日 Antarctoperlariaの

卵についても観語専念行いたい。
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